
この計画は、秋田市、河辺町およ
び雄和町の合併に伴い、市町村の合
併の特例に関する法律第3条第1項に
規定する市町村建設計画として策定
したものです。

この計画は、第５次河辺町総合発
展計画と雄和町総合発展計画を継承
するとともに、第10次秋田市総合
計画を踏まえ、秋田市、河辺町およ
び雄和町の合併後の新たなまちづく
りの基本方針と、これに基づく施策
等を定めるもので、その実現をはか
ることにより、１市２町全体の発展
と速やかな一体性の確保、そして住
民生活のさらなる向上をめざすもの
です。

この計画は、次の項目により構成
しています。
第１章　合併の必要性と効果
第２章　計画の策定方針
第３章　秋田市・河辺町・雄和町の

歴史と現況
第４章　人口フレーム
第５章　まちづくりの基本方針
第６章　まちづくり計画
第７章　秋田県事業の推進
第８章　公共的施設の統合整備
第９章　財政計画

この計画の期間は、秋田市総合
計画および秋田市総合都市計画の
計画期間との調整をはかるため、
平成17年度（2005年度）から平成
27年度（2015年度）までの11年間
とし、前期６年（平成17年度～22
年度）、後期５年（平成23年度～平
成27年度）とします。

計 画 の
概 要

秋田市、河辺町および雄和町では、平成17年1月11日の市町合併にあたり、合併後のまちづくりの基本方針等を
定めた「緑あふれる新県都プラン」（合併特例法に基づく市町村建設計画）を策定しました。
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今日、少子高齢化の進行や社会経済のグローバル化、
長期にわたる経済の低迷、地方分権の進展など、地方
自治を取り巻く社会環境は大きく変化し続けています。
こうした中、地方自治体は行政の守備範囲の明確化
や選択主義への転換、行財政運営の効率化、さらには
市民力の発揮などにより、都市経営能力のさらなる向
上をはかり、時代に即応した行政のあり方を確立して
いく必要があります。また、斬新な発想と地域資源の
有効活用により、地域の特性を活かして都市個性を発
揮していくことも重要です。
このような状況下で、陸・海・空の交通要所に位置
する新市は、秋田県の県都として、そして中核市とし
て、さらに強い力で全県域をリードするとともに、北
東アジアの拠点都市として、グローバルな視点でまち
づくりを進めていかなければなりません。
これらを踏まえ、新市においては、商工・農林業や
芸術文化、福祉、医療、教育、観光サービスなどの広
範な分野で力強く地域を牽引する高次集積都市・先進

都市をめざします。さらに、恵まれた自然や風土と調
和した緑豊かな住み良い都市環境のもと、すべての市
民が生きがいを持ってしあわせに暮らすまちをつくり
ます。
そのため、第10次秋田市総合計画の基本理念である

「しあわせ実感　緑の健康文化都市」を合併後のまちづ
くりの目標に掲げ、新市の特性を最大限に活かしつつ、
市域全体の均衡ある発展と速やかな一体性の確保、そ
して市民生活のさらなる向上をはかります。
なお、この計画の推進にあたっては、市民と行政が
パートナーとして、お互いの力を出し合いながらより
よい地域づくりを行っていくため、市政推進のさまざ
まな場面において市民協働を進めることを基本としま
す。さらに、地域の特性と住民意向に適切に対応した
市政運営をはかるとともに、新市の各地域内において
基本的な行政サービスを完結できる体制を整えるなど、
都市内地域分権を推進していきます。

「しあわせ実感　緑の健康文化都市」

ま ち づ く り の
目 標
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1．環境と調和し快適に暮らす緑豊かなまち

恵まれた緑・水・田園といった自然環境や風土・歴
史を活かしながら、これら都市を取り巻く環境と調和
したバランス良い各種都市基盤の整備につとめるとと
もに、土地利用の高度化等により県都にふさわしい都
市機能の集積を促進します。
そして、緑豊かな住み良い都市空間を創出すること
により、市民が快適に暮らす、魅力あるまちをめざし
ます。

2．豊かで夢と希望を持って生きる活力あるまち

安定した市民生活の基盤が確保できるよう、地域の
特色を活かしつつ各種産業の均衡ある発展と雇用確保
につとめるとともに、創業の促進や固有の観光資源の
有効活用をはかります。
そして、活力ある地域経済を確立することにより、
あらゆる世代が豊かに暮らせ、将来に夢と希望を持て
るまちをめざします。

3．安心して健康にすごす助け合いのまち

思いやりと助け合いの心を広げ、市民生活の実情に
即した社会福祉や保健衛生を充実するとともに、救
急・医療体制や消防力、防災体制の強化につとめます。
そして、人にやさしい仕組みづくりにより、すべて
の人が安心して健康に暮らせるまちをめざします。

4．可能性を伸ばし生きがいを持てる文化のまち

充実した学習活動や文化活動およびスポーツに親し
めるよう、生涯学習の機会と環境を整えます。
そして、郷土の歴史と伝統を誇りに、市民が自ら可
能性を伸ばし、常に生きがいのある人生を送れるまち
をめざします。

5．自ら考え主体となって参加する開かれたまち

市民自治意識の醸成や男女共生社会の充実、市民と
の情報交流の活性化により、市民と行政の新たなパー
トナーシップの構築をはかるとともに、地方分権に対
応した行政能力・機能の強化につとめます。
そして、市民自らが郷土の将来を考え、市民が主体
となって地域づくりに参加・参画できる開かれたまち
をめざします。

まちづくりの目標である「しあわせ実感　緑の健康文化都市」達成のため、
新市の市政の各分野におけるまちづくりの基本的な方向として、
次の将来都市像を設定します。

ま ち づ く り の
方 向
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中央地域
人口◎78,193人
世帯数◎35,504世帯

大町・旭北・旭南・川元・川

尻・山王・高陽・保戸野・泉

（JR線西側）・千秋・中通・南

通・楢山・茨島・八橋

市民のライフスタイルの大
きな流れに対応した中心市街
地の活性化をはかるべくその
再構築を進めるとともに、周
辺部では利便性の高い居住環
境の整備をはかるなど、新たな
秋田市の顔創出をまちづくり
の基本とします。

新市は、多様な特性を備えた地域によって構成されることから、
第10次秋田市総合計画地域振興計画における地域区分および河辺地域・雄和地域ごとに、
地形等の自然条件、交通、都市機能の集積、土地利用状況、
日常生活上の交流の範囲等の諸条件を踏まえ、次のとおり地域振興の方針を定めます。

地 域 別 振 興
計 画 の 方 針

西部地域
人口◎36,969人
世帯数◎13,067世帯

新屋・勝平・浜田・豊岩・

下浜

生活基盤や商工業基盤の
整備、企業誘致等により地
域の活性化をはかるととも
に、豊かな自然を活かした
良好な居住環境を形成して
いきます。また、都心部や
隣接地域とのアクセスを整
備することにより、地域全
体の生活機能の向上をはか
ります。

東部地域
人口◎66,690人
世帯数◎28,753世帯

東通・手形・手形山・泉（JR線

東側）・旭川・新藤田・濁川・添

川・山内・仁別・広面・柳田・横

森・桜・桜ガ丘・桜台・大平

台・下北手・太平

秋田駅東口を中心とした高次
都市基盤の整備等により都市機
能の充実をはかる一方、生活道路
や下水道等の整備、河川改修など
により既存住宅地の居住環境を
高めます。また、豊かな自然環境
を保全し、これを活かした居住性
の高いまちづくりを進めます。
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※人口・世帯数は平成15年10月1
日現在。平成12年10月1日現在で
実施された国勢調査結果を基礎
に、毎月の住民基本台帳および
外国人登録の異動状況をもとに
推計したもの。

通町の風景 秋田公立美術工芸短期大学

広面近隣公園



北部地域
人口◎86,457人
世帯数◎31,673世帯

寺内・外旭川・土崎・将軍

野・港北・飯島・金足・下新

城・上新城

地域の拠点地区である土崎
地区の都市機能を高めながら、
周辺地区を緑豊かな住宅地と
して生活基盤の整備を進める
とともに、港湾機能や中央地
域との良好なアクセス等、地
域の利便性を活かしたまちづ
くりを行います。

雄和地域
人口◎7,850人
世帯数◎2,002世帯

川添・種平・戸米川・大正寺

秋田空港などの交通結節点
や国際教養大学、県立中央公
園といった地域資源を最大限
に活用したまちづくりを進め
ます。また、優良農地の保全
や生産基盤の整備による都市
近郊型農業振興などを積極的
に進めるほか、良好な居住環
境の創出につとめることなど
により、豊かな自然や田園と
共生した快適で利便性の高い
地域づくりを進めます。

南部地域
人口◎49,737人
世帯数◎17,416世帯

牛島・卸町・大住・仁井

田・御野場・御所野・四ツ

小屋・上北手・山手台

幹線道路や生活道路、下
水道等の整備、河川改修な
どにより既存住宅地の居住
環境を高めます。また、都心
部や隣接地域とのアクセス
整備により、地域全体の生
活機能の向上をはかります。

河辺地域
人口◎10,428人
世帯数◎3,119世帯

岩見三内・和田・豊島

恵まれた自然環境や交通の
利便性といった地域特性を活
かした観光や産業の振興をは
かります。また、基幹産業で
ある農業に関して、生産性の
向上と産地間競争時代への対
応をはかるほか、良好な居住
環境の創出につとめることな
どにより、豊かな自然と生活
の利便性を十分に享受できる、
安らぎと緑のある快適な地域
づくりを進めます。

中央

西部

南部

北部

東部

雄和

河辺

ô秋田港のガントリークレーン 秋田空港

御所野学院（中高一貫校） ふれあい交流館かわべ



ま ち づ く り
計 画

「環境と調和し快適に暮らす
緑豊かなまち」づくり
恵まれた緑・水・田園といった自然環境や風土・歴史を活かしながら、
県都にふさわしい都市機能の集積を促進します。
①土地利用計画と都市計画の推進　②交通体系の整備　③道路網の整備

④市街地の開発整備　⑤住宅環境の整備　⑥上・下水道の整備

⑦都市緑化の推進　⑧環境の保全と新エネルギーの活用

⑨資源循環システムの充実　⑩高度情報化への対応

「豊かで夢と希望を持って生きる
活力あるまち」づくり
地域の特色を活かした各種産業の発展や雇用の確保、創業
の促進、固有の観光資源の有効活用をはかります。
①商業・サービス業の振興　②貿易の振興　③工業の振興

④創業の促進と既存中小企業の支援　

⑤雇用および労働福祉対策の推進　

⑥観光・コンベンションの振興

⑦農林水産業の振興と市場流通システムの整備

ö

施策体系



「安心して健康にすごす
助け合いのまち」づくり
社会福祉や保健衛生を充実し、救急・医療体制や消防力、防災
体制の強化につとめます。
①地域福祉の推進　②高齢者保健・福祉の充実　

③障害者保健・福祉の充実　④母子保健・児童福祉の充実　

⑤保健体制の充実　⑥衛生体制の充実　⑦医療・救急体制の充実

⑧社会保障の充実　⑨消防力と防災体制の強化　

⑩安全・安心な暮らしへの支援

「可能性を伸ばし生きがいを
持てる文化のまち」づくり
充実した学習活動や文化活動およびスポーツに親しめるよ
う、生涯学習の機会と環境を整えます。
①学校教育の充実　②高等教育の充実　③社会教育の充実

④生涯スポーツの推進　⑤市民文化の振興　

「自ら考え主体となって参加する
開かれたまち」づくり
市民自治意識の醸成や男女共生社会の充実、市民との情報
交流の活性化により、市民と行政の新たなパートナーシップ
の構築をはかります。
①市民活動の促進と市民協働の推進　②男女共生社会の充実　

③市民との情報交流の充実　

④姉妹都市等交流・平和活動の推進　

⑤地方分権と地域連携の推進

⑥行政改革の推進と行政能力の強化
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公 共 的 施 設 の
統 合 整 備

財 政 計 画

公共的施設の統合整備については、住民生活に急激な変化を及ぼさないよう配慮しながら、地
域特性や地域バランス、住民ニーズ、さらには財政負担等に関して十分な検討を行ったうえ、計
画的に進めることを基本にします。また、統合整備にあたっては、住民の利便性向上のため、施
設の複合化・多機能化につとめることとします。
なお、河辺地域・雄和地域の旧役場庁舎等については、出先機関としての適切な機能確保やIT
の積極活用につとめ、住民サービスの向上をはかります。

地方税 529,387

地方譲与税 15,093

諸収入 66,938
繰越金 16,754
繰入金 15,627
寄附金 242
財産収入 4,712
県支出金 32,034

使用料・手数料
32,175
分担金・負担金
9,724
その他交付金 64,109

合計1,326,028百万円　歳出　
［11年間の合計／平成17年度～27年度］

（単位：百万円）

歳入 合計1,326,028百万円
［11年間の合計／平成17年度～27年度］

地方交付税
224,537

地方債
142,927
うち合併特例債
30,000

国庫支出金
171,769

人件費
255,343

普通建設事業等
202,090

扶助費
213,009

繰出金
87,034

公債費
182,585物件費

170,355
維持補修費
12,198

貸付金
57,753

投資及び
出資金
17,147

積立金
11,010

補助費等
117,504

ú

主 要 指 数
面積

合併後の市の面積は、905.67k㎡で県の面積の7.8％を占めています。
人口

合併後の市の人口は、平成22年をピークとして減少に転じ、計画目標年次の平成27年には、33万７千人程度に
なると見込まれます。
また、年齢階層別人口とその構成比率は、年少人口および生産年齢人口が減少していく一方で、老年人口は増加
していくことが見込まれます。
世帯数

合併後の市の世帯数は、一世帯あたり人数の減少にともなっ
て増加することが見込まれ、計画目標年次の平成27年では、
世帯数が15万6千世帯程度、一世帯あたりの人数が2.16人程
度と推計されます。

お問い合わせ　秋田市・河辺町・雄和町合併協議会

TEL 866-2796  FAX 866-2795

http://www.aky-gappei.jp/
平成16年7月

http://www.aky-gappei.jp/
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